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　同じコロナ禍と言っても、昨年、一昨年とはずいぶんと様子
が変わった令和４年の２学期となりました。おおよそ振り返れ
ば、令和２年は、「すべて中止・休校・オンライン学習・三密」、
令和３年は「行事や試合は開催するが原則無観客」、令和４年
は感染対策を継続するものの「行動制限なき年」となり、ハロ
ウィンの渋谷には、仮装した多くの若者が集まるようになり、
10 月から始まった全国旅行支援の影響によって、各地の観光
地は賑わいを取り戻す様子が報じられました。県内では 10 月
１日、豪雨災害で一部区間が不通となっていた JR只見線が 11
年ぶりに全線開通。絶景の紅葉シーズンと相まって列車は観光
客であふれ、休日には山手線並みの混雑となる日もあったそう
です。コロナ感染者数は減少に転じたわけではないのに、人の
流れは、相当の部分において戻ってきた今学期でした。
　こうした中、本校では10月 20日、芸術鑑賞会を３年ぶりに開
催することができました。（「竜馬からの手紙」郡山文化センター）
この行事の開催は、２学期の明るいニュースの一つとなりました。
　またこの２学期には、体育部門においても、良いニュースが
飛び込み、多くの好記録が伝えられました。「いちご一会とち
ぎ国体 2022」では、少年男子Ｂ円盤投げ優勝小野大輝君（44
ｍ 42）、少年男子Ａ走り幅跳び６位曲山純平君（７m28）、少
年Ｂ 100m８位陣野莉心さん（12 秒 36）、少年女子Ａやり投げ
２位根本穂波さん（51 ｍ 43）、ライフル射撃 BP60J 須藤巧君
６位、また、猪苗代での県高校駅伝では本校女子チームが１時
間 17 分 29 秒の記録で初の準優勝、男子バスケットボール部は、

県高校選手権大会準決勝において、
優勝した福島南高校を相手に 84
－ 75 と善戦、福島駅伝では１区
山口ありすさんが４位で襷を繋ぐ
好走。郡山市優勝に貢献するなど、
大きな成果をあげました。健闘を
称えたいと思います。
　学校行事においては、２年生修学旅行が、Ａ班 11 月 7 日～
10 日、Ｂ班 11 月８日～ 11 日の日程で実施されました。今年は、
短縮して行った２泊３日の昨年の行程に、洞爺湖ウインザーホ
テルの宿泊を加えた、３泊４日の日程で実施いたしました。
　洞爺湖ウインザーホテルは、2008 年７月、北海道洞爺湖サミッ
ト（主要国首脳会議）が行われた由緒あるホテルであり、ここ
でのテーブルマナーを兼ねたディナーは、皆既月食の満月が浮
かぶ函館山の夜景とともに、一生の思い出となったことでしょう。
　教育環境整備の面では、11 月末日をもって記念体育館の耐
震補強工事が完了いたしました。長らく体育の授業・部活動に
ご迷惑をおかけいたしましたが、この工事完了をもって、日大
東北の大規模工事が終了となりました。
　早いもので、令和４年も残りわずかとなりました。物価の高
騰、円安、安部元首相の銃撃など、辛く悲しい話題も多かった
一年ではありましたが、来年こそ本校にも正常な学校生活が展
開され、学校全体が明るく成長躍進するよい年になってほしい
と願っております。

令和４年２学期を振り返って 学校長　佐々木　　稔

インターハイ200Ｍ優勝
齋藤　慧舟君

写真提供：月刊陸上競技

　本誌発行118号が沢山の協力をいただき発行することができありがとうございます。制限が
ある中でもアカシヤ祭・校内体育大会といった行事が開催され、生徒の活き活きとした表情が
見られるようになり嬉しく感じます。各部活動の活躍も近年目覚ましいものがあり、写真の提
供を頂きながら紙面の都合上すべてを掲載することができず申し訳ありません。次回も多くの
生徒の活躍を掲載できればと思います。

編集後記

　記念体育館は本校創立 20 周年を記念して 1971 年
に竣工された歴史のある建物で、５月から工事を行っ
ていた。11 月 30 日㈬に完成した。

記念体育館耐震補強工事完了
Topics

国体2022陸上競技入賞者
左から　陣野　莉心さん　根本　穂波さん　小野　大輝君　曲山　純平君

国体走幅跳び６位入賞　
曲山　純平君

男子バスケットボール部

陸上競技部剣道部

弓道部

陸上競技部長距離女子 ボランティア委員会　ゴミ拾い水泳部

小
おの
野　信

しんたろう
太郎【事務課】

　
在職期間　３年４か月
2019 年７月１日～

2022 年 11 月 21 日
工学部図書館事務課長へ

異動職員

村
むらかみ
上　進

しんのすけ
之介【事務課】

　
2022 年 12 月１日～
　工学部庶務課より着任いたしま
した。高校での３年間はあっとい
う間に過ぎてしまいます。ぜひ！
熱中できるものや友人を見つけて、
楽しい高校生活を送ってください！

異動職員

国
こくぶん
分　千

ちよこ
代子【事務課】

　
在職期間　５年 10 か月
2016 年９月１日～

2022 年７月 29 日

退職職員

吉
よしはら
原　詩

しおん
音【事務課】

　
2022 年７月 20 日～
　母校でお仕事をすることができ、
嬉しく思います。元気に頑張ります
のでよろしくお願いします！

新任職員

異動・退職・新任職員紹介
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全国大会の結果

1日木 始業式　生徒会役員選挙告示
3日土 漢字検定
4日日 体育推薦入試説明会
9日金 生徒会役員選挙立会演説会

13日火～15日木 保護者参観授業
14日水 生徒会役員選挙投開票
22日木 基礎学力到達度テスト（3年）
27日火 校内運動会

7日月～11日金 修学旅行
7日月～11日金 1年個別面談

9日水 郡山支援学校との学校間交流
24日木 私学振興大会

1日土 衣替え　全校集会　
生徒会新役員認証式

4日火 日本大学創立記念日（第133回）
9日日 英語検定

11日火～14日金 2学期中間試験
18日火 第２回献血
20日木 芸術鑑賞会

22日土 1学年保護者対象文理クラス分け
説明会

5日月～8日木 2学期期末試験

23日金 終業式　大掃除　
クリスマスフェスタ

24日土～27日火 冬期進学講座（Ⅱコース）

Topics

9
Sep

10
Oct

11
Nov

12
Dec

団体 ベスト32 工藤　心暖（坂　下）佐藤慎之助（坂　下）
佐藤　悠佑（蓬　莱）工藤　礼暖（坂　下）
國分　　夏（三穂田）

無差別級 出場 佐藤　悠佑（蓬　莱）國分　　夏（三穂田）
１００㎏級 出場 工藤　礼暖（坂　下）

令和4年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）
相撲部

男子100m 出場 齋藤　慧舟（白河二）星　　友哉（白河二）
男子200m １位 齋藤　慧舟（白河二）

出場 星　　友哉（白河二）
男子400mH 出場 佐藤　　唯（白河中央）
男子4×100ｍR 出場 佐藤　武蔵（若松二）齋藤　慧舟（白河二）

星　　友哉（白河二）箭内　洸斗（船　引）
小針　幸誠（矢　吹）芳賀　秀哉（郡山六）

男子4×400ｍR 出場 菊池　聖真（矢　祭）佐藤　　唯（白河中央）
星　　友哉（白河二）齋藤　慧舟（白河二）
箭内　気吹（本宮一）佐久間翔梧（鏡　石）

男子走り幅飛び ８位 曲山　純平（福島大学附属）
八種競技 15位 三瓶　祐紀（郡山二）
女子4×100mR 出場 穗積　美晴（白河二）田中　凜葵（郡山一）

橋本　羽奈（郡山四）陣野　莉心（白河二）
藤田　抄己（棚　倉）佐藤　　悠（郡山四）

女子砲丸投げ 出場 根本　穂波（小　野）
女子やり投げ 出場 根本　穂波（小　野）
女子走高跳 出場 三宅　花音（郡山四）

女子3ｍ飛板飛込 21位 西川　炎歩（安　積）
32位 今野　陽菜（富　田）

女子高飛込 18位 西川　炎歩（安　積）
27位 今野　陽菜（富　田）

陸上競技部

水泳部

団体 出場 工藤　心暖（坂　下）佐藤慎之助（坂　下）
佐藤　悠佑（蓬　莱）工藤　礼暖（坂　下）

令和4年度国民体育大会（いちご一会とちぎ国体）
相撲部

ＢＲ60JM 24位 赤松　　昌（郡山ザベリオ）
ＢＰ60J ６位 須藤　　巧（棚　倉）

ライフル射撃部

少年障害飛越 出場 秋葉　大地（上山市北）
少年団体障害飛越 出場 秋葉　大地（上山市北）

馬術競技

成年少年男子共通4×100mR 出場 齋藤　慧舟（白河二）
成年少年男女混合4×400mR 出場 齋藤　慧舟（白河二）
少年女子A300m 出場 橋本　羽奈（郡山四）
成年少年男女混合4×400mR 出場 橋本　羽奈（郡山四）
成年少年女子共通4×100mR 出場 橋本　羽奈（郡山四）
少年女子Aやり投げ ２位 根本　穂波（小　野）
少年女子A砲丸投げ 14位 根本　穂波（小　野）
少年男子A走幅跳び ６位 曲山　純平（福島大学附属）
少年男子B走幅跳び 出場 木村　凪冴（郡山三）
少年女子B100ｍ ８位 陣野　莉心（白河二）
少年B円盤投げ 優勝 小野　大輝（ひらた清風）

女子高飛込 出場 西川　炎歩（安　積）
女子3ｍ飛板飛込 出場 西川　炎歩（安　積）

陸上競技部

水泳部

ＢＲ60JM 出場 赤松　　昌（郡山ザベリオ）家久来　蒼（安　積）
鈴木　志門（矢　祭）

ＢＲ60JW 出場 大槻　真子（行　健）神野　　雅（二本松二）
澤井亜美花（須賀川二）佐藤ひかり（安　積）
古川　裕菜（郡山ザベリオ）

令和4年度全国高等学校ライフル射撃競技選手権大会
ライフル射撃部

男子走り幅跳び ３位 曲山　純平（福島大学附属）
10位 箭内　洸斗（船　引）
18位 小針　幸誠（矢　吹）

Ｕ１８日本陸上競技選手権大会
陸上競技部

女子100ｍ走 ４位 陣野　莉心（白河二）

Ｕ１6日本陸上競技選手権大会
陸上競技部

個人戦 出場 秋葉　大地（上山市北）

令和4年度第33回全日本高等学校馬術選手権大会
馬術競技

第73次生徒会発足
　９月６日㈫に立会演説会、９月 14 日㈬に投票・開票が行わ
れた結果、９名の新役員が選出された。10 月１日㈯に生徒会
新役員認証式を経て、第 73 次生徒会がスタートを切った。

9/14 Wed

役　職 氏　名 クラス 出　身
会　長 大竹　宏武 ２年14組 郡 山 七 中
副会長 添田　冴樹 ２年 8組 天 栄 中

菊池　真緒 ２年14組 郡 山 四 中
書　記 安田　悠人 ２年 3組 小 原 田 中

遠藤　豊歩 １年 9組 富 田 中
山河ひなた １年13組 小 塩 江 中

会　計 柳沢　美虹 ２年 8組 行 健 中
髙木　美優 １年 2組 郡 山 二 中
谷原　優維 １年 8組 郡 山 六 中

第73次生徒会役員

　２年 14 組沼田星那さ
ん（白河南中出身）が全
日本 ECC 英語スピーチ
コンテスト暗唱の部で全
国２位に輝いた。今回の
コンテストには、自分の
姿を録画し、先生から指
導を受けながらアクセン
トや発音、ジェスチャー
等細かく調整して臨ん
だ。
　また、HEART Global

（米国非営利活動団体）
の約 25 名をアメリカか
ら招き、２日間で１時間のエンターテイメントショーを作り上
げる表現教育プログラム「ミュージック・アウトリーチ」に参
加した。沼田さんはホストファミリーとしてキャストを受け入
れ、英語で交流した。一生懸命取り組む事の素晴らしさや、改
めて英語の魅力を実感する経験となった。
　将来は英語を使って海外の人と関わり、グローバルな舞台で
活躍したいと目標を語った。

全日本ECC
英語スピーチコンテスト全国2位

Topics

インターハイ出場相撲部
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　塾に行っていないので、独学
で数Ⅲまでやりました。最初に
YouTube で簡単な説明を見た後、
問題を解くようにしました。わか
らないところがあったらネット
で調べるようにしました。また、
YouTube に過去問の解説をしてい
る動画があったので、問題を解いた後、解説を見て理解を深め
ました。スマホは勉強の邪魔と考える人がいるかもしれません
が、上手く利用することで効率よく勉強が出来ると思います。

数学検定準一級合格
Topics

芸術鑑賞会

第28回アカシヤ祭

校内運動会

　10 月 20 日㈭けんし
ん郡山文化センター大
ホールにて芸術鑑賞会が
行われた。新型コロナ感
染拡大や震災被害のため
昨年、一昨年は中止と
なったため３年ぶりの実
施となった。
　今年のテーマは「演劇」で、劇団アルファーの皆さんによる

『～竜馬からの手紙～』を鑑賞した。生徒たちは、普段なかな
か見られない演劇の世界を引き込まれるように楽しんでいた。

　７月９日㈯第 28 回アカシヤ祭が行われた。令和４年度のアカ
シヤ祭は「Time won't wait  ～ いましかできない青春を ～」を
テーマに開催され、各団体工夫を凝らした企画を準備・運営した。
　また、今年は生徒会による七夕イベントが開催され、メイン
階段に天の川を描き、笹に願い事を書いた短冊を飾り付ける等
より活気ある文化祭となった。

　９月 27 日㈫校内運動会が行われた。コロナ感染症の影響で
２年ぶりの開催となった。
　爽やかな秋晴れの下学級や部活で一致団結し、熱い戦いが繰
り広げられた。

10/20 Thu

7/9 Sat

9/27 Tue

１
学
年

最優秀賞 1年13組 赫映（かぐや）様は脱出させたい

優 秀 賞 1年 2組 タツミンスプーン
1年 9組 ウェルカム トゥ イデア

２
学
年

最優秀賞 2年 4組 2-4 DAINASO

優 秀 賞 2年 9組 コナンになりきれ！
2年12組 類似マンション２１２

３
学
年

最優秀賞 3年 3組 シュガーラッシュの謎解きレース

優 秀 賞 3年 8組 謎解きは放課の後で
3年13組 D.S パーティー

１
学
年

１位 6組
２位 12組
３位 7組

２
学
年

１位 1組
２位 13組
３位 4組 7組

３
学
年

１位 1組
２位 13組
３位 9組 12組

クラス企画表彰

総合結果種　目
3人4脚 １年
カニさんリレー ２年
台風の目 ３年
綱引き １年
玉入れ ２年
バルーンリレー ３年
大玉ゴール ３年
にちこうダービー １年
ムカデ競争 ２年
クラス対抗リレー 全学年
部活対抗リレー

修学旅行 2年生 岩手～北海道･函館
　２年生の修学旅行が 11 月７日㈪から 11 日㈮まで３泊４日

（Ａ班・Ｂ班）の日程で実施された。１日目は紅葉が美しい平
泉中尊寺周辺を観光し、前沢牛のすき焼きを味わった。２日目
は新幹線で函館入りした後、各々で調べてきた計画にそって班
別研修を行った。３日目はクラス別研修、最終日は洞爺湖遊覧
船に乗り、３泊４日の旅行を終えた。

11/7 Mon 〜 11/11 Fri

２年２組　古川　裕菜（郡山ザベリオ中出身）

２年14組　井下　浩貴（郡山五中出身）

修学旅行の思い出学 行修 記旅

　私は北海道と岩手のどちらにも行ったこ
とがなかったので、修学旅行をとても楽し
みにしていました。初めて行く場所、景色
どれも新鮮で感動しました。１日目に行っ
た中尊寺では、ガイドの方から歴史を学び、
教科書で見たことがあった曼荼羅や金色堂
を実際に見て知識を深めることができまし
た。１番感動したのは、２日目に行った函
館山の夜景です。この日は、442 年ぶり
のダブル天体ショーがあった夜で、とても
天気が良く、展望台からの眺めは街全体が

美しく輝いていて息を吞むほどでした。ホ
テルの部屋で友達と色々なことを話した
り、水族館で一緒にお土産を買ったりした
事がとても楽しかったです。
　今回の修学旅行は、学びや楽しかった事
が沢山あり、この４日間があっという間に
感じられました。コロナ禍の中で感染症対
策に努めながらクラス全員で修学旅行に行
くことができ、楽しい思い出をたくさん作
ることができて本当に良かったです。今回
の旅行を支えてくださったすべての方々に
感謝します。ありがとうございました。
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日大東北高校と日本大学工学部による高大連携教育『ロハスクラス』
～次世代社会で活躍できる人材の育成を目指して～

教務部主任　秋山　浩樹

教務部だより

　初年度となる令和４年度は、文系在籍生徒も「ロハスクラス②」に参加し、意欲的に活動しています。

３年３組　深谷 太貴くん（ロハスクラス②【日本大学工学部情報工学科】所属）のコメント
「これまで文系コースで学んできた中での受講だったので不安はありましたが、各授業で大学の先生方が分かりやすく教え
てくださるので内容をよく理解できています。また、各先生が自身の研究とそれに必要な知識について解説してくださるた
め大学に入る前に準備すべきことを明確にできました。」

※『ロハス（ＬＯＨＡＳ）』とは「健康で持続可能な生活様式」を表しており、英語“Life of Health and Sustainability”の頭文字をつなげたものです。
日本大学工学部は『ロハス』をキーワードに研究・教育を推進しています。

　令和３年度に開設し、２年目を迎えた「ICT 機器を活用した
探究活動クラス」（Ⅰコース 2 年理系生徒対象）。
　それぞれ興味がある「課題を選択」し、「調査・分析」を進
め、その結果を「プレゼン」にまとめるプロジェクトです。ロ
ハスクラス①では、選択課題に従ってクラウド上に「仮想ク
ラス（ロハスクラス）」を設
置 し、iPad な ど の ICT 機
器及び Google Classroom
や Zoom な ど の プ ラ ッ ト
フォームを利用して、大学の
先生方からアドバイスをいた
だきながら自分たちの力で探
究活動を進めていきます。

　Society5.0、DX 時代と呼ばれる現代社会では、ICT 機器を使いこなし、デジタルデータを活用することで新たなアイデアを実現
させる力が求められます。また、多様性を尊重しつつ持続可能な社会を実現するには「教室で先生からクラスメートとともに学ぶ」
という従来通りの型にとらわれることなく「あらゆる場所・コミュニティで、自主創造的に、多様な他者と探究する」というアクティ
ブな学びの姿勢が大切になります。本校では、次世代社会で活躍できる人材の育成を目的に、日大東北高校と日本大学工学部による
高大連携教育『ロハスクラス』を令和３年度よりスタートしました。令和４年度も、生徒達はロハスクラスの活動に意欲的に取り組
んでいます。ロハスクラスにはⅠコース２年理系対象とした「ICT 機器を活用した探究活動『ロハスクラス①』」と、3 年生を対象
とした「工学部対面授業『ロハスクラス②』」から成ります。今号では、２つの「ロハスクラス」の概要について紹介いたします。

　令和４年９月より開設した「工学部対面授業クラス」（日本
大学工学部進学を希望する３年生対象）。　※令和４年度は 23
名が参加。
　日本大学と本校の間で締結されている連携教育に関する協定
に基づき、高校在学中に工学部の先生方による対面授業 (「ロ
ハス工学入門」) を「科目等履修生」として受講できるプロジェ
クトです。ロハスクラス②で認められた場合、日本大学工学部
を卒業する際に有効な単位となります。ロハスクラス②には、

「工学部入学前から大学の学びを体験できる」「先行して単位が
取れるため進学後の科目選択に余裕ができる」という２つの大
きなアドバンテージがあります。

　フューチャーフクシマ奨学金
の５期生に３年 11 組　高橋愛理
さん（本宮一中出身）が選ばれ
た。フューチャーフクシマ奨学
金とは福島の未来を担う高校生
世代の支援のために、奨学金を
給付する八光グループの奨学金
制度で、「福島に貢献したいこ
と」をテーマに動画・作文を募集していた。高橋さんは福島の
魅力を世界に発信する目標や古里復興への思いを作文に綴った。

フューチャーフクシマ奨学金
Topics

郡山支援学校と学校間交流・
共同学習
　11 月９日㈬、郡山支援学
校高等部と１年８組が学校間
交流・共同学習を行った。シッ
ティングバレーボールやボッ
チャ、車いすを利用したスラ
ローム走などを行った。他校
の様子を知り、普段触れるこ
とがない体験を通して、互い
の世界が広がる貴重な機会となった。

11/9 Wed

　８月１日㈪～５日㈮に日本大学工学部キャ
リアインタビューが開催され、Ⅰコース１年
生 24 名が参加しました。参加者はそれぞれ
希望する学科の研究室を訪問し、研究内容に
ついて大学の先生にインタビューをしたり、
施設見学や実習を体験し、その内容をプレゼ
ン資料にまとめ、動画による発表を行いまし
た。最も優れた発表に贈られる校長賞には建
築学科に参加した５名が選ばれ、学年主任賞には情報工学科に
参加した５名（吉田侑生さん、塩谷翔紀さん、星野　駈さん、
村井陽実さん、矢田部乃愛さん）が選ばれました。

　身近な大人にインタビューを行い、仕事の魅力、大変なことなどを調査し、その内容を資料に
まとめ発表を行い互いに共有する企画「キャリア自由研究」に、Ⅰコース１年生全員が取り組み
ました。各クラス代表による発表が 11 月２日に行われ、６組の長倉彩花さんが校長賞に選ばれ
ました。受賞について長倉彩花さんは「選ばれて驚きました。周りの人のプレゼンを参考にして
資料を作り上げることで、自分の能力をさらに高めることができました。インタビューを行い、
どの職業でも “興味 ”と “ 疑問 ”を持つことが大切だと感じました。」とコメントしてくれました。

キャリアプレゼン大会
進路指導部主任　芥川　敦

進路指導部だより

◆ 日本大学工学部キャリアインタビュー
“ 建築学科 ”について発表した５名に校長賞！　大内瑛太さん、酒井寧桜さん、添田佳穂さん、吉田悠花さん、迎　彩花さん

◆ キャリア自由研究
長倉彩花さんに校長賞！　学年主任賞には大竹裕大さん

６組　大内瑛太さん（小浜中）「初めて会ったメンバーで活動
することはとてもいい経験になりました。コミュニケーション
能力を伸ばすことができたと思います。」
９組　酒井寧桜さん（郡山七中）「とても新鮮で楽しかったです。
プレゼン資料の作成は大変でしたが、メンバーに助けてもらっ
て上手に表現できたと思います。」

９組　添田佳穂さん（天栄中）「教授が分かりやすくお話しし
て下さり、新たなことを学ぶことの面白さや大切さを知ること
ができました。貴重な経験でした。」
９組　吉田悠花さん（須賀川三中）「プレゼンを“する側”と “観
る側 ”両方の視点で考えられるようになりました。この経験で
他のことにも挑戦する勇気が出ました。」
10 組　迎　彩花さん（石川中）「物事に対する興味や関心がと
ても高まりました。好きなことに全力で打ち込んでいる先生方
はとても魅力的でした。」

【クラス代表に選ばれた皆さん】
１組 飯野　幹太さん （蓮 田 中）「薬剤師」 ２組 髙木　美優さん （郡山二中）「看護師」
３組 岩田　柊汰さん （郡山一中）「通信制高校教員」 ４組 加藤　彩心さん （行 健 中）「特別支援学校教員」
５組 姿　　諒人さん （本宮二中）「看護師」 ６組 長倉　彩花さん （中 島 中）「JA直売所 店長」校長賞
７組 塩谷　翔紀さん （白河二中）「イラストレーター」 ８組 三島木奈々さん （鏡 石 中）「特殊車両メンテナンス」
９組 齋藤　龍一さん （郡山三中）「フランチャイズ経営者」 10組 大竹　裕大さん （ひらた清風中）「畜産農家」学年主任賞

　11 月 24 日㈭「大震災、原発事故を乗り越えて、個性を生
かして育てる私学教育の振興と保護者の経済的負担の軽減を
～心豊かな人づくりは家庭・学校教育の充実から～」という大
会テーマのもと、ホテルハマツ（郡山市）において約 500 名
の教職員・保護者が参加して開催された。
　大会の中で、私立学校への補助金の充実、保護者納付金の公
私間格差についての是正などに向けた大会決議が採択され、内
堀雅雄福島県知事に決議文をお渡ししました。会の後半では、
シドニー五輪 100m 背泳ぎ銀メダルの中村真衣さんに「人生、
山あり、谷あり」というテーマで、自らの経験談をもとに、数々

令和4年度第47回福島県私学振興大会の開催について
11/24 Thu

の葛藤や困難を乗り越えて人間としても成長できたというご講
演をいただき、大盛況のうちに終えることが出来た。
　福島県全体で 16,701 名分の署名は、決議文とともに 12 月
７日の福島県議会に提出されることになっている。
　請願署名活動にご協力をいただいた方々に、心より御礼申し
上げます。

（　）は出身中

ロハスクラス①

クラウドクラスのイメージ（前年度）

探究活動のイメージ

課題
の
設定

情報
収集

整理
・
分析

まとめ
・
表現

ロハスクラス②

電気電子工学科生命応用化学科
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「ちょっと話を聞いて「ちょっと話を聞いて
　もらってもいいですか。」　もらってもいいですか。」

相談室「青空」カウンセラー　伊藤　　充

生徒支援室　電話024（956）8852　分室「青空」（保健室内…カウンセラー常駐）電話024（956）8850
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　８月 31 日㈬国際医療看護福祉大学校より救急救命士であ
る髙橋利行氏を講師にお招きし、全教職員と各部活動の代表
生徒を対象に AED 講習会を実施しました。AED の使用方法、
蘇生処置などを実践しながら学びました。さらに、向田教諭

（体育科）より、以前本校で実際に使用した際の体験談を聞き、
AED によって助けられる命があることを深く刻みこまれた講
習会となりました。

　★ AED 設置場所（令和４年度 11 月現在）　　　　　　　
　　⇒新館１階警備員室前、本館１階入口、第２体育館入口 

　昭和 43 年頃より昨年度まで
50 年以上に渡り、本校生の歯科
健診をご担当いただいた栁沼自人
氏へ感謝状を贈りました。長年、
本校生の口内の健康状態を丁寧に
診察して頂き、健やかな成長へと
導いてくださいました。

　本校では“いのちのボランティア”である献血を長年実施し
ています。現在コロナ禍で献血者が激減しているという中、今
年度も多くの生徒や教職員が参加しました。高校３年間の中で
何度も協力する生徒も多く、献血に抵抗を持たずに身近にでき
るボランティアとして認識が広がっていくことを願っています。
参加者には福島県赤十字血液センターより「ボランティア活動
参加証明書」が贈られます。

【参加人数】
第１回６月 16 日㈭　参加人数 188 名
（200ml  146 名、400ml  22 名、不採血  20 名）

第２回 10 月 18 日㈫　参加人数 155 名
（200ml  100 名、400ml  32 名、不採血  23 名）

あたたかい気持ちが溢れる
日大東北

保健衛生部主任　成瀬　鮎見

保健衛生部だより

２回の献血 AED 講習会

栁沼自
よ り と

人歯科医へ感謝状

　生まれたばかりの赤ちゃんは、一生懸命力の限りに泣き
声をあげて、周りに自分の気持ちを伝えます。そして言葉
を一語一語獲得しながら、その言葉を使って人に気持ちが
伝えらえるようになっていきます。しかし、人に自分の気
持ちを言葉で伝えるということが、実はとても難しいなと
思うこと、皆さんも多いのではありませんか。自分のなか
で起こっていることを全部表現することはできません。相
手と同じ言葉を使ったとしても、その言葉にこめた意味付
けは受け手側と必ずしも同じではありません。そのため行
き違いや誤解を生まないために会話が生まれます。そうい
うプロセスを難しくしているのが、SNSやメールかと思い
ます。自分の気持ちを“言いっぱなし”になってしまいが
ちだからです。声のトーンや表情、ジェスチャーなど言葉
以外の情報がそこには抜け落ちているからです。

　コロナ禍を生きる私たちは、人と会えない状況に一時置
かれました。そのことで逆に、やっぱり人と繋がりたい、
もっと自分のことをわかってほしいという気持ちを強めた
ようにも感じています。「言わなくてもわかってもらえ
る」赤ちゃんのときのような受け身的な立場ではない今、
「言わなければ伝わらない」「聴かなければわからない」
という主体性がより求められるのだと思います。思春期は
それでなくても悩みの多い時、世代的には親世代も人生の
課題の多い時のはず。一人で悶々と悩みを抱え続けず、
「ちょっと話を聞いてもらってもいいですか？」と誰かに
話をし始めたとき、それが解決への道のりの第一歩になる
のだと思います。ご心配なことがありましたら、いつでも
どうぞお気軽にご相談ください。お待ちしております。

総合探究 今だからこそ３学期は３年生０学期

１学年主任
川野　貴光

２学年主任
松崎　一寿

３学年主任
鈴木　典行

　総合探究の時間は担任がテキストを用
いて、授業を進めています。４月から
10 月までは、「INTERN」というテキス
トを活用しました。①　教室にいながら
体験的に「働くこと」について学び、考
える。②　グループで正解のない問いに
向き合う探求型の学びを体験する。③　
企業が社会に生む価値を探求し、「仕事」
について理解する。④　自らつかんだ企
業活動の価値から SDGs について深く
学ぶことを目標にしたテキストでした。
　授業の計画は以下の通りです。
STEP １　オリエンテーション　なく
なったら困ると思う企業とその理由
STEP ２　自分の仕事意識を知る　仕事
意識チェックに取り組む
STEP ３　インターンの募集を見る　希
望の企業にエントリーする
STEP ４　仕事を始める　初仕事を受け
取る（アンケート調査への取り組み）
STEP ５　調査結果を報告する　「調査
レポート」を作成する
STEP ６　課題を確認する　チームで話
し合う
STEP ７　課題に取り組む　プレゼンに
まとめる
STEP ８　プレゼンテーションを行う　
自信をもってプレゼンする。チームでの
振り返りとほめ合い
STEP ９　合同研修を受ける　動画「い
ろいろな仕事いろいろな人」を見る
STEP10　最終レポート　互いの考えを
伝え合い、レポートを書く。
　クラスの特徴はありますが、生徒は、
私が日頃行っている数学の授業より断
然、元気にしっかりと学びを深めている
ように見えます。

　11 月からは、新しく「NOLTY スコラ」
というテキストを用いて、興味関心から
自ら課題を設定し、それについての情報
収集や分析を行い、まとめ表現するとい
う、さらに一段進んだ活動になります。

　高校生活の大きな行事のひとつである
修学旅行が終わりました。今年度は、岩
手県雫石、北海道函館、北海道洞爺に３
泊４日で実施させていただきました。天
気にも恵まれ、お子さまたちの生き生き
とした表情をみることができ、本当に実
施できてよかったと感じました。その反
面、感染予防が徹底できず残念ながら体
調不良者、コロナ感染者を出すことに
なってしまいました。修学旅行終わって
から、ご家庭にはご不安やご負担をおか
けし、大変申し訳ございませんでした。
修学旅行の代金についても、これから返
金等の連絡があるかと思いますので、ご
協力の程、よろしくお願いいたします。
　修学旅行後、Ⅰコース、Ⅱコースとも
に、高校卒業後の進路についてお話をさ
せていただいています。一般的に、“２
年生３学期は３年生０学期”とよく言わ
れますが、卒業後の進路を考え始める時
期が次の３学期かと思います。ご家庭で
も、高校卒業後のことを話題にしていた
だけると幸いです。
　今後の進路を考えるうえで、近い目標
としましては、「基礎学力の定着」と「進
路目標の設定」と考えます。まずは、進
路の選択の幅を広げるためにも、基礎学
力を中心とした学習を継続的に行い、結
果、学校の成績につなげ、２年生の「評
定」につなげてほしいと考えます。また、
勉強する意欲を継続するためには、明確
な「目標」が必要です。３学期のホーム
ルームでも意識付け、声掛けを行ってい
きますので、そういう機会を上手に活用
し、より自分に合った進路先を検討し、
ご家族で情報の共有を図っていただきま
すよう、お願い申し上げます。
　最後になりますが、新年もどうぞよろ
しくお願いいたします。

　Ⅰコースの多くの生徒は、日本大学の
付属推薦入試、他大学の総合型選抜や学
校推薦型選抜を終え、進路が決定してい
ます。そこで、進路が決定した生徒には、
４月までの３か月間を「４月からの新た
な学びに向け、自分にどのような力が必
要かを考え、行動してほしい」と思って
います。
　例えば、これからの国際社会において、
英語力を向上させておくことは大変有効
ですし、読書をすることで知識を広げて
おくこともいいと思います。今までは「将
来、何になりたいか」を考えることが多
かったわけですが、今後はそれに加え、

『将来、どうなっていたいか』も考えて
ほしいと思います。大学合格は通過点で
あり、自分が叶えたい夢はまだまだ先に
あります。ここで立ち止まるのではなく、
自分をしっかりと磨いてほしいのです。
　一方、Ⅱコースの生徒を中心に、約
100 名の生徒は、一般入試に向け頑張っ
ています。大学入学共通テストまで約１
か月、不安があって当たり前です。一生
懸命だからこそ不安であり、焦りもある
のです。そんな時こそ、新しいことに手
を出すのではなく、やり慣れた問題集や
過去問を繰り返し解き、落ち着いて試験
当日を迎えて欲しいと思います。また、
生徒本人よりも保護者の方が焦っている
場合がありますが、保護者の方の温かい
声かけ、サポートが必要です。どっしり
と構え支えてサポートして頂きたいと思
います。
　厳しい冬が終わるといよいよ卒業で
す。最後まで全力で頑張って卒業式を迎
えましょう。保護者の皆様には残り３カ
月となりましたが、ご協力よろしくお願
いいたします。

学年だより

N I HON  U N I V. TOHOK U N I HON  U N I V. TOHOK U N I HON  U N I V. TOHOK U

1
学年

2
学年

3
学年

受付の様子

大好評だった献血呼びかけの対談式放送
左：髙橋先生（献血26回）右：佐藤先生（献血70回以上！）

献血バス４台
心肺蘇生法の実演 不審者対応講習も行いました
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県大会については３位以上を掲載
東北大会については入賞者、全国大会については出場者を掲載

（　）は出身中

令和４年度福島県総合体育大会

BRS60J １位 赤松　　昌（郡山ザベリオ）
２位 鈴木　志門（矢　祭）
３位 家久来　蒼（安　積）

BRS60WJ １位 大槻　真子（行　健）
２位 古川　裕菜（郡山ザベリオ）
３位 澤井亜美花（須賀川二）

BP60J １位 須藤　　巧（棚　倉）
２位 木伏　大翔（白河二）
３位 村上　安貴（郡山四）

BP60WJ １位 菱沼　未来（安積二）

ライフル射撃部〔二本松総合射撃場：7/10〕

団体 １位 工藤　礼暖（坂　下）工藤　心暖（坂　下）
國分　　夏（三穂田）

個人 ２位 國分　　夏（三穂田）
３位 工藤　礼暖（坂　下）

相撲部〔あいづ相撲場：7/10〕

男子4×400mR １位 佐藤　　唯（白河中央）星　　友哉（白河二）
箭内　気吹（本宮一）齋藤　慧舟（白河二）

男子走幅跳 １位 曲山　純平（福島大学附属）
３位 箭内　洸斗（船　引）

男子砲丸投げ ２位 関根　和哉（本宮二）
３位 渡邉　悠正（原町二）

（男子少年A）300m ２位 齋藤　慧舟（白河二）
３位 星　　友哉（白河二）

（男子少年A）300mH １位 佐藤　　唯（白河中央）
２位 三瓶　祐紀（郡山二）

（男子少年B）100m ３位 佐久間翔梧（鏡　石）
（男子少年B）走幅跳 １位 木村　凪冴（郡山三）
（男子少年B）円盤投げ １位 小野　大輝（ひらた清風）
女子100m ３位 田中　凜葵（郡山一）
女子200m ２位 橋本　羽奈（郡山四）

３位 田中　凜葵（郡山一）
女子4×100mR １位 陣野　莉心（白河二）田中　凜葵（郡山一）

橋本　羽奈（郡山四）穗積　美晴（白河二）
女子走高跳 ２位 三宅　花音（郡山四）
女子砲丸投げ ３位 根本　穂波（小　野）
女子やり投げ ２位 根本　穂波（小　野）

（女子少年A）300m １位 橋本　羽奈（郡山四）
（女子少年A）100m １位 陣野　莉心（白河二）

男子200ｍ背泳ぎ ２位 蓬田　陸人（守　山）
男子100m背泳ぎ ２位 菅野　　楓（行　健）
女子200ｍ背泳ぎ ２位 渡邉　寧來（仁井田）

３位 原田　桜羽（喜久田）
女子100ｍ背泳ぎ ３位 渡邉　寧來（仁井田）
女子400ｍメドレーリレー ３位 長谷川楓華（鏡　石）芳賀　恵莉（須賀川一）

紙尾　香帆（郡山六）原田　桜羽（喜久田）
女子高飛込 １位 西川　炎歩（安　積）

２位 今野　陽菜（富　田）
女子3ｍ飛板飛込 １位 西川　炎歩（安　積）

３位 今野　陽菜（富　田）
女子1ｍ飛板飛込 １位 西川　炎歩（安　積）

３位 今野　陽菜（富　田）

陸上競技部〔とうほう・みんなのスタジアム：7/14～7/17〕

水泳部〔福島市中央市民プール、郡山カルチャーパーク飛込プール：7/30～7/31〕

男子団体 ２位 古川　空琉（郡山三）若林　海青（西郷一）
渡部　琉成（郡山三）

ゆか ３位 渡部　琉成（郡山三）
あん馬 ３位 古川　空琉（郡山三）
鉄棒 ３位 古川　空琉（郡山三）
女子団体 ２位 大和田歩華 （緑ヶ丘） 柳沢　美虹（行　健）

佐藤　　杏（郡山一）川崎　瑞歩（片　平）
小檜山萌花（郡山六）高橋　　栞（郡山三）

体操部〔あづま総合体育館：10/27～10/29〕

男子個人 ２位 鈴木　廉司（須賀川三）
３位 熊田　煌虎（行　健）

柔道部〔福島北高校：11/4～11/6〕

男子総合 ２位
男子200ｍ個人メドレー １位 小林　蒼太（大　東）
男子400ｍ個人メドレー １位 小林　蒼太（大　東）
男子100m背泳ぎ １位 菅野　　楓（行　健）

２位 蓬田　陸人（守　山）
男子200ｍ背泳ぎ １位 蓬田　陸人（守　山）

２位 菅野　　楓（行　健）
男子400ｍメドレーリレー ３位 菅野　　楓（行　健）蓬田　陸人（守　山）

小林　蒼太（大　東）山寺　優成（郡山ザベリオ）
男子400ｍフリーリレー ３位 角田　翔夢（郡山一）菅野　　楓（行　健）

山寺　優成（郡山ザベリオ）小林　蒼太（大　東）
女子100ｍ背泳ぎ １位 渡邉　寧來（仁井田）
女子200ｍ背泳ぎ １位 渡邉　寧來（仁井田）
女子高飛込 １位 西川　炎歩（安　積）

２位 今野　陽菜（富　田）
女子3ｍ飛板飛込 １位 西川　炎歩（安　積）

２位 今野　陽菜（富　田）

水泳部〔郡山しんきん開成山プール、郡山カルチャーパーク飛込プール：8/28、9/24～9/25〕

令和４年度福島県高等学校新人体育大会

女子団体 ２位 大内　咲枝（福島大学附属）横田　結衣（郡山七）
笠原　梨愛 （緑ヶ丘） 遠藤　美空（小　野）
永山　愛美（郡山五）矢内　　和（高　瀬）
齋藤　菜緒（大　玉）大武　瑠那（西　袋）
爲田　優芽（郡山五）

硬式テニス部〔あづま総合運動公園テニスコート・福島市庭球場：10/7～10/9〕

BR60J １位 鈴木　志門（矢　祭）
２位 遠田　悠翔（安積二）
３位 家久来　蒼（安　積）

BR60WJ １位 古川　裕菜（郡山ザベリオ）
２位 佐藤　愛珠（白河中央）
３位 吉田由紀恵（常　葉）

BP60J １位 須藤　　巧（棚　倉）
２位 村上　安貴（郡山四）

BP60WJ １位 菱沼　未来（安積二）

ライフル射撃部〔二本松総合射撃場：10/30〕

団体 １位 工藤　礼暖（坂　下）工藤　心暖（坂　下）
佐藤　悠佑（蓬　莱）佐藤慎之助（坂　下）

無差別級 ２位 佐藤　悠佑（蓬　莱）
３位 工藤　心暖（坂　下）

100㎏以上級 ２位 工藤　心暖（坂　下）佐藤　悠佑（蓬　莱）
100㎏未満級 １位 工藤　礼暖（坂　下）
80㎏未満級 １位 佐藤慎之助（坂　下）

相撲部〔福島市相撲場：9/3〕

男子200ｍ ２位 小針　幸誠（矢　吹）
男子400ｍＨ ３位 野崎　凰惺（白河二）
男子4×100mR １位 曲山　純平（福島大学附属）小針　幸誠（矢　吹）

芳賀　秀哉（郡山六）村上　晃太（郡山四）
男子4×400mR ２位 井上琉之亮（矢　吹）野崎　凰惺（白河二）

吉田　ゆう（船　引）箭内　洸斗（船　引）
男子走高跳 ３位 髙橋　光貴（白河中央）
男子走幅跳 １位 曲山　純平（福島大学附属）

２位 箭内　洸斗（船　引）
男子三段跳び ２位 曲山　純平（福島大学附属）
男子砲丸投げ １位 新妻　大希（郡山五）
女子100m １位 陣野　莉心（白河二）
女子200m ２位 陣野　莉心（白河二）
女子800m １位 近藤　美憂（西郷二）
女子1500ｍ １位 山口ありす（郡山五）
女子3000ｍ １位 山口ありす（郡山五）
女子2000ｍＳＣ ３位 滝深　心咲（棚　倉）
女子4×100mR ２位 佐藤　　悠（郡山四）陣野　莉心（白河二）

藤田　抄己（棚　倉）佐藤　蓮華（石　川）
女子走高跳 １位 三宅　花音（郡山四）
女子やり投げ ３位 門馬穂乃華（岩　代）

陸上競技部〔いわき陸上競技場：9/10～9/12〕

男子団体 ３位 櫛田　吾郎（郡山三）本田　悠馬 （緑ヶ丘）
古川　空琉（郡山三）渡部　琉成（郡山三）

女子団体 ２位 渡辺　華梨（郡山二）大和田歩華 （緑ヶ丘）
柳沢　美虹（行　健）佐藤　　杏（郡山一）
川崎　瑞歩（片　平）小檜山萌花（郡山六）

体操部〔あづま総合体育館：6/9～6/10〕

男子団体 ２位 松尾大次郎（安　積）松本　康聖 （緑ヶ丘）
菅野　悠人 （緑ヶ丘） 鴇田　　海（郡山四）
有賀　康成（古　殿）十文字　渉（郡山ザベリオ）
折内　啓吾（明　健）生田目晄佑（ひらた清風）

剣道部〔あづま総合体育館：7/2～7/3〕

２位 山口ありす（郡山五）近藤　美憂（西郷二）
滝深　心咲（棚　倉）橋本　　瞳（西郷二）
橋本　琴美（西郷二）鴫原　和心（東　和）
齋藤　莉穂（郡山三）嶋崎　桃花（白河二）

女子第40回福島県高等学校駅伝競走大会
陸上競技部〔猪苗代総合体育館：10/20〕

男子団体 ３位 猪狩　　圭（平　一）大河原　漣（新潟柳都）
根本　明武（平　二）松本　拓真（坂　下）
佐藤　音弥（本　丸）鈴木　健翔（白河二）
鈴木　拓磨（　泉　）棚木　成伊（喜多方三）
永井　優慧（川口西）蓮沼　明宏（一　箕）
深谷　瑞希（白河二）遠藤　遥翔（本　郷）
矢吹　　匠（石　川）相良　星太（御　館）
想田　宥斗（郡山三）佐藤　駿平（二本松一）
畑岡　　陸（須賀川一）

第59回福島県高等学校バスケットボール選手権大会
男子バスケットボール部〔いわき市総合体育館：10/29～11/1〕

８０㎏級 ３位 佐藤慎之助（坂　下）
１００㎏級 ２位 工藤　礼暖（坂　下）

第30回東北高等学校相撲選抜大会
相撲部〔宮城県米山町相撲場：10/15〕

BP60J １位 須藤　　巧（棚　倉）

第49回東北総合体育大会ライフル射撃競技
ライフル射撃部〔秋田県立総合射撃場：8/20～8/21〕

男子走幅跳 １位 曲山　純平（福島大学附属）
３位 箭内　洸斗（船　引）

女子100ｍ ３位 陣野　莉心（白河二）
女子2000ｍＳＣ ３位 滝深　心咲（棚　倉）
女子走高跳 ２位 三宅　花音（郡山四）

第27回東北高等学校新人陸上競技選手権大会
陸上競技部〔NDソフトスタジアム山形：9/28～9/30〕

女子高飛込 １位 西川　炎歩（安　積）
４位 今野　陽菜（富　田）

女子3ｍ飛板飛込 １位 西川　炎歩（安　積）
３位 今野　陽菜（富　田）

女子100ｍ背泳ぎ ６位 渡邉　寧來（仁井田）
女子200ｍ背泳ぎ ６位 渡邉　寧來（仁井田）

第70回東北高等学校選手権水泳競技大会
水泳部〔盛岡市立総合プール：7/19～7/21〕

女子100ｍ背泳ぎ ３位 渡邉　寧來（仁井田）
女子200ｍ背泳ぎ ５位 渡邉　寧來（仁井田）
男子200ｍ背泳ぎ ６位 蓬田　陸人（守　山）

第30回東北高等学校新人水泳競技大会
水泳部〔秋田県立総合プール：10/28～10/29〕

高等学校部門 金賞 上野　遥都（郡山五）大森陽歌里（守　山）
岩谷　菜穂（船　引）面川　未来（鏡　石）
佐藤　美羽（郡山五）先﨑　宇音（常　葉）
小砂子菜月（小原田）栁沼　凜花（船　引）
佐藤　　匠（郡山五）緑川　詩穂（棚　倉）
石井さくら（郡山五）千木﨑華代（郡山四）
酒井　里凪（郡山五）鈴木　滉大（郡山五）
増子　琴子（郡山二）水野谷　輝（須賀川一）
佐久間光琉（岩　江）髙橋りょう（本宮二）
鈴木　陽菜（長　沼）安田　悠人（小原田）
吉成　優奈（守　山）御代田琉加（行　健）
遠藤　奨汰（守　山）村田　裕加（守　山）
大和田雄大（ひらた清風）鈴木　結女（泉　崎）
坂内　優太（白　沢）鈴木瑠璃子（郡山三）
中山　和奏（高　瀬）七海　星那（岩　江）
橋本　夢芽（郡山一）松崎　由奈（本宮一）
畠山ひより（安　積）森山　栞名（郡山一）
鈴木　正徳（矢　吹）大竹　裕大（ひらた清風）
鈴木　青空（守　山）矢田部乃愛（郡山六）
齋藤　葵依（郡山六）

第74回全日本合唱コンクール東北支部大会
合唱部〔けんしん郡山文化センター：9/23〕

少年障害飛越 １位 秋葉　大地（上山市北）
少年団体障害飛越 １位 秋葉　大地（上山市北）

第49回東北総合体育大会馬術競技
馬術競技〔仙台海岸公園馬術場：7/9～7/10〕


